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記　録　者 渡辺　俊明

昨年のまほろば総体８位以上の成績を目指す強豪関西と北信越の伝統校金沢市立工業と
の対戦。どちらも若いチームだけに早く自分のペースをつかみたいところ。

１Ｐ　関西高校から攻撃が始まった。試合開始早々、白⑥塚本、⑤津崎が立て続けにセン
ター攻撃から退水を誘発し、攻撃を仕掛けるが関西のシュートが決まらない。金沢もパワー
プレーを決められないで共にターンオーバーを繰り返す。試合が動いたのは２：５６，青⑦石
谷が右サイドからカットイン、シュートを決め金沢が先行した。関西はセンターを中心に攻撃を
仕掛けるが、金沢はスペースを与えずダブルチームで攻撃を防いでいく。２：３８、金沢のカウ
ンター攻撃にたまらず白⑥が退水、このパワープレーを青⑦石谷が決め０－２とリードを広げ
る。センター攻撃を繰り返す関西は、１：０７白⑥塚本がフローターシュートを決め１－２と追い
上げる。
２Ｐ　ＤＦの厳しさもあるが、両チームとも無駄なファールやパスミスが目立ち、ターンオー
バーを繰り返す。関西はなかなかパワープレーを決められない。４：５５、青④吉田がスピード
に乗ったカウンター攻撃からＧＫの脇下を打ち抜き１－３とリードを広げる。関西も果敢に攻
撃を仕掛けるが、金沢のＤＦに阻まれ得点できない。さらに２：５２には青⑦石谷が退水を誘
発し、リターンパスを受け３点目、１－４と差を広げる。これに対し関西は、⑥塚本、⑤津崎の
フローティングで応戦する。⑥塚本にダブルチームに行ったところを白⑤津崎が塚本からパ
スを受け得点。２－４．１：３０には、パワープレーから白⑥塚本が押し込み、３－４と追い上げ
て終了した。
３Ｐ　カウンター攻撃をねらう金沢、フローター攻撃の関西ともに激しく攻撃を仕掛けるが、両
チームとも右サイドのＤＦが厳しく、なかなか形が作れない。両チームとも退水誘発時にタイ
ムアウトを取り、攻撃を徹底するが、得点には結びつかない。得点は２：２０、白⑤津崎がミド
ルからループシュートをゴール右上に決め関西が４－４の同点とした。１：５７、青⑤川本が
カットインから得点。０：４７には、白⑩亀井がパワープレーから得点。３Ｐまで５－５の同点で
試合が進んだ。
４Ｐ　関西から「いけるぞ」の声が上がる。開始早々青③北川退水に白⑤津崎がパワープ
レーを決め、初めて関西がリードする。金沢ベンチからは「ドライブ！」の声。両チームの激し
い攻撃も決定打がでない。３：０６関西のカウンター攻撃から白⑪から⑤津崎へパスが渡り得
点。７－５とリードを広げる。粘る金沢は２：１０、青⑤川本がカウンターからミドルシュート、１：
２８には、⑥玉谷がカットインから得点し７－７の同点に追いつき、延長戦に入る。
ＥＸ１　関西のフローター攻撃、金沢のカウンター攻撃が繰り返されるが両チームともチャンス
を生かせないまま時間が過ぎる。
ＥＸ２　両チームとも勝利を目指し攻撃を仕掛けるがターンオーバーの繰り返しで得点につな
がらない。０：４３、青⑩退水に２回目のタイムアウトをとり、攻撃するがＤＦに阻まれる。決勝
点はシュートからのルーズボールを白⑥塚本がＧＫに競り勝ち、白④吉本にパス。これが決
まり関西が勝利した。
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